
 

 

タコノアシ 
（タコノアシ科）➁ 

今は緑色ですが、 

晩秋には赤くなり 

「ゆで蛸」を思わせ

ます。 

ミツバアゲビの若い実が 

見られます⑨ 

ヌルデの虫えい五倍子 

（ウルシ科） 

タヌキマメ 

（マメ科）➂ 
花や実の様子がタ

ヌキに似ていて、

かわいいイメージ

の植物です。 

ヌルデの雄花 

（ウルシ科）➆ 

サネガズラの若い実が 

見られます➇ 

カスミザクラが 

狂い咲きしています➄ 

ヌルデの花が満開です。ヌルデ

は雌雄異株（雄株と雌株が別個

体）なので、雄株には雄花、雌

株には雌花が咲きます。写真の

花は雄花です。 

ヒガンバナが咲いています➃ 

サネカズラの若い実 

（マツブサ科）➇ 

雌雄異株で雌株には実ができ

ます。実は現在緑色で小さい

ですが、11 月頃には熟し

て、真っ赤でよく目立つ実が

見られます。 

カスミザクラの狂い咲き 

（バラ科）➄ 
猛暑や雨が少ないことなどからか、

茶室のカスミザクラが葉を散らして

しまい、葉から供給される開花を抑

制するホルモンの供給が断たれたこ

とから、季節はずれの開花が見られ

ます。 

令和５年９月下期 

 

期 

 

 

旬 

 

旬 

過去の「みどころ」はＨＰの 

２ページ目以降にあります 

実が立派に成長してきました。もうす

ぐ熟して実が割れます。 

 

アキノタムラソウ（シソ科）➀ 
最近人気のルリモンハナバチも吸蜜

に来ています。 

イチョウのギンナン

（イチョウ科） 

ヌルデ➆、クサギ➅は園内

各所で見られます。 

大型のトンボで、上池や下

池の上を高速で飛び回って

います。 

クサギの実（シソ科）➅ 

花は「令和 5 年 8 月上期

のみどころ」でご紹介した

とおり白い芳香のある美し

い花を咲かせます。実も美

しく、赤い萼
がく

の上に藍色の

丸い実が目立ちます。 

ヒガンバナ 

（ヒガンバナ科）➃ 
毎年、秋の彼岸に花を咲

かせます。 

ショウジョウトンボ 

（トンボ科） 

雄は全身が真っ赤です。 

落果したギンナン 

（イチョウ科） 

ギ
ン
ヤ
ン
マ 

（
ヤ
ン
マ
科
） 

 

ヌルデと同様雌雄異株の植物です。このため、雌木に

しか果実（ギンナン）はできません。ギンナンは独特

のにおいがします。素手でさわるとかぶれることもあ

ります。このためか、最近植栽されるイチョウはギン

ナンのできない雄木が多いようです。 

ヌルデには、五倍子（ゴバイ

シ,フシ）といわれる虫えい

（虫こぶ）ができます。タンニ

ンを含み、昔はお歯黒に使われ

ていたそうです。 

ミツバアケビ 

の若い実 

（アケビ科）⑨ 

 

タコノアシが見られます➁ 

タヌキマメ➂、アキノタ

ムラソウ➀が咲いていま

す 


